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第 4 章と第 5 章では、現象的質に関する哲学的立場として近年有力になっている表象主義について批判的に検討し
ている。第 4 章では、表象主義の中でも Dretske や Tye などによって主張・擁護されている現象的外在主義を取り上
げているが、現象的質は経験そのものに内在する性質ではなく、経験される事物の側に属するものとして経験される
という現象的に本質的な事実を尊重する点で、それは他のタイプの表象主義よりも現象的質の本性に対して忠実であ
ると考えられるからである。しかし、現象的外在主義に対して提示されている反論に対する Dretske らの応答は成功
しておらず、彼らの立場の根本的な問題点は、現象的質に特有の主観性が捉え切れていないことである、といったこ
とが論じられる。また、第 5 章では、表象主義一般に当てはまる問題として、経験と思考の区別に基づく反論(即ち、
表象主義では経験と思考の区別ができないという反論)を取り上げ、その反論に答えようとする信原の議論を批判的
に検討している。信原のように、概念的・非概念的内容の区別や、言語化可能性の観念を持ち出しても、結局その反
論には十分に答えられない。表象的には捉えられない現象的質というものを持ち出さずに経験と思考の区別を説明す
るには、経験が思考とは違って、媒体的表象を介さずに知覚者に対して直接現前させる仕方で表象するという点に注
目する必要がある、ということが論じられる。
最後のまとめでは、各章の議論を踏まえて、最終的に、現象的質は志向性そのものを可能にすることに関わる特殊
な性質であるということが結論的に述べられる。
論文審査の結果の要旨
本論文は、志向性とクオリア(=現象的質)に関して、欧米を中心になされている現代の議論を取り上げ、それに
批判を加えながら、独自の提案を行い、これを論拠付けたものである。志向性とクオリアの問題は、近年、哲学者の
みならず、神経科学者や認知心理学者を巻き込んで、活発に議論されている注目のテーマで、ある。このような事情も
あり、このテーマを適切に論じるためには、心の哲学を中心とした最新の英語文献の深い理解が要求される。本論文
は、この条件を満たすのみならず、現象的外在主義と呼ばれる立場の検討を通して、知覚における現象的質の本性と
役割についての独自の見解を展開したものである(ここで言う現象的外在主義とは、色や肌触りという現象的質が経
験される事物の側に属するものとして経験されるとする立場のことである)。特に、現象的外在主義についての多角
的で細密な検討は、これまで日本で見られなかったものであり、これからの知覚の哲学における研究が参照すべき足
場を提供している。
以上の理由から、本論文は博士(人間科学)の学位に充分値すると判定した。
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